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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結

累計期間
第17期

会計期間

自2018年
４月１日
至2018年
12月31日

自2019年
４月１日
至2019年
12月31日

自2018年
４月１日
至2019年
３月31日

売上高 百万円 578,125 601,901 754,447

経常利益 百万円 7,285 7,940 9,429

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
百万円 5,208 5,827 6,903

四半期包括利益又は包

括利益
百万円 4,178 5,574 5,549

純資産額 百万円 79,032 82,377 80,515

総資産額 百万円 266,367 268,877 243,614

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
円 301.97 332.54 397.71

潜在株式調整後１株当

たり四半期（当期）純

利益金額

円 290.71 314.85 381.24

自己資本比率 ％ 29.7 30.6 33.0

 

回次
第17期

第３四半期連結
会計期間

第18期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2018年
10月１日
至2018年
12月31日

自2019年
10月１日
至2019年
12月31日

１株当たり四半期純利

益金額
円 106.24 113.93

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記

載しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありました株式会社ファッションあらたを、当社を存続会

社とする吸収合併を行ったことにより、連結の範囲から除外しております。

また、第１四半期連結会計期間においてアサヒ化粧品販売株式会社の株式を追加取得したため、持分法適用の範囲

に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社グループにおける財政状態及び経営成績の分析は、以下のとおりであります。

 文中の将来に関する事項については、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における経営環境は、ラグビーワールドカップ開催などによる外国人旅行者の増加も

あり景気は緩やかな回復基調を辿っており、また開催が迫ってきている東京オリンピックに向けたインフラ建設等

の需要増加などから景気の持ち直し傾向が続くことが予想されます。しかしながら、通商問題の動向・中国経済の

減速などが経済に与える影響も懸念されており、また10月１日からスタートした消費税増税による消費停滞や暖冬

などもあり、依然として先行き不透明な状況で推移しております。

 

このような中、当第３四半期連結累計期間においては人口減少による市場規模の縮小に伴う競争激化に加え、消

費税増税の駆け込み需要の反動減や暖冬による季節品の不振など厳しい環境にありましたが、中期経営計画の達成

に向けて積極的な営業活動を進めた結果、売上高は601,901百万円となり前年同期比4.1％増加いたしました。

業態別売上高については、ドラッグストア業態が前年同期比5.1％増、ディスカウントストア業態が同6.4％増、

となっておりますが、ホームセンターは前年を若干下回る結果となりました。カテゴリー別売上高においては、

Health & Beautyが前年同期比4.9％増、ハウスホールドが同5.3％増、家庭用品が同4.7％増、紙製品が同5.0％増

と好調に推移しております。

 

収益面においては売上高拡大により運賃など物流関連費用が増加する中で業務集約などにより間接業務費用の増

加を抑制し、販売費及び一般管理費比率を前年同期より0.02ポイント減少させ9.06％まで改善したことにより、当

第３四半期連結累計期間の営業利益は7,254百万円となり前年同期に対して4.7％増、営業利益率は0.01ポイント増

加し1.21％になりました。

経常利益については、前年同期に営業外費用として計上したコミットメントラインなどのアレンジメント手数料

が当第３四半期連結累計期間は計上がなく、また支払利息の低減により経常利益は7,940百万円となり前年同期比

9.0％増加し、経常利益率は1.32％になりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は601,901百万円（前年同期比4.1％増）、営業利益は

7,254百万円（前年同期比4.7％増）、経常利益は7,940百万円（前年同期比9.0％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は5,827百万円（前年同期比11.9％増）となりました。

 

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は268,877百万円となり、前連結会計年度末と比較して25,263百万円の

増加となりました。

資産の部では、流動資産は199,829百万円となり、前連結会計年度末と比較して24,673百万円の増加となりまし

た。これは主に受取手形及び売掛金が12,192百万円、商品が10,976百万円増加したことによるものであります。

固定資産は69,048百万円となり、前連結会計年度末と比較して589百万円の増加となりました。これは主に、有

形固定資産その他に含まれるリース資産が640百万円、建設仮勘定が359百万円増加し、有形固定資産その他に含ま

れる工具、器具及び備品が518百万円減少したことによるものであります。

負債の部では、流動負債は155,529百万円となり、前連結会計年度末と比較して25,699百万円の増加となりまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が18,956百万円、短期借入金が6,874百万円増加したことによるものでありま

す。

固定負債は30,971百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,298百万円の減少となりました。これは主に固

定負債その他に含まれるリース債務が615百万円増加し、長期借入金が3,127百万円減少したことによるものであり

ます。

純資産の部は82,377百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,861百万円の増加となり、自己資本比率は

30.6％となりました。
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　セグメントの業績につきましては、当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグ

メントであるため記載を省略しておりますので、カテゴリー別及び業態別の売上実績につきまして以下に記載いた

します。

 

カテゴリー別売上実績

当第３四半期連結累計期間におけるカテゴリー別売上実績は、次のとおりであります。

　（単位：百万円）
 

カテゴリー 主要商品
当第３四半期連結累計期間  

自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

前年同期比

   ％

Health & Beauty

化粧品、装粧品、入浴剤、身体洗浄

剤、ヘアカラー、オーラルケア、医薬

品、健康食品

189,860 104.9

ハウスホールド
衣料用洗剤類、台所・食器用洗剤類、

住居用洗剤類
86,633 105.3

ホームケア

芳香・消臭剤、防虫剤、殺虫剤、薫香

ローソク、乾電池／乾電池応用品、記

録メディア、照明用品、電気応用品、

ＯＡ用品、写真関連品

53,593 100.3

紙製品

ベビー用品、ベビー用おむつ、介護用

品、大人用おむつ、生理用品、ティッ

シュペーパー、トイレットペーパー

116,677 105.0

家庭用品

台所消耗品、洗面用品、清掃用品、収

納用品、季節品、保存用品、調理用

品、卓上用品、行楽用品

42,550 104.7

ペット・多角品・その他 ペット用品、文具、玩具、カー用品 112,586 102.7

合計 601,901 104.1
 

（注）第１四半期連結会計期間より、カテゴリーの商品分類を一部変更しております。なお、前年同期比につきま

しては、前第３四半期連結累計期間の数値を組み替えて算定しております。

 

業態別売上実績

当第３四半期連結累計期間における業態別売上実績は、次のとおりであります。

（単位：百万円）
 

業態
当第３四半期連結累計期間  

自　2019年４月１日
至　2019年12月31日

前年同期比

  ％

ドラッグストア 294,594 105.1

ホームセンター 97,062 99.8

ＳＭ 73,725 102.9

ディスカウント 45,252 106.4

ＧＭＳ 31,654 101.9

その他 59,612 108.1

合計 601,901 104.1

（注）第１四半期連結会計期間より、業態別分類を一部変更しております。なお、前年同期比につきましては、前

第３四半期連結累計期間の数値を組み替えて算定しております。
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(2）経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5）主要な設備

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要な設備に著しい変動はありません。また、設備の新

設、除却等の計画に著しい変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は、締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,027,640 18,027,640
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であ

り、単元株式数

は100株であり

ます。

計 18,027,640 18,027,640 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2020年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高

（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2019年10月１日～

2019年12月31日
－ 18,027,640 － 8,568 － 31,849

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

1,496 －
普通株式 869,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,139,500 171,395 －

単元未満株式 普通株式 18,740 － －

発行済株式総数  18,027,640 － －

総株主の議決権  － 172,891 －

（注）１．「完全議決権株式(自己株式等)」欄の普通株式869,400株には、当社所有の自己株式が719,800株、「株式給付

信託（BBT）」制度に関する資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式が149,600株

（議決権の数1,496個）が含まれております。なお、当該議決権の数1,496個は、議決権不行使となっておりま

す。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。

３．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が98株、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が

所有する当社株式が50株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社あらた

東京都江東区東陽

六丁目３番２号
719,800 149,600 869,400 4.82

計 － 719,800 149,600 869,400 4.82

 （注）他人名義で保有している理由等

保有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

「株式給付信託（BBT）」制度の

信託財産として149,600株拠出

資産管理サービス信託銀

行株式会社（信託Ｅ口）

東京都中央区晴海１丁目８番12号

晴海アイランドトリトンスクエア　オフィスタワーＺ棟

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 19,798 17,182

受取手形及び売掛金 98,763 110,955

商品 30,804 41,781

未収入金 ※２ 22,825 ※２ 27,165

その他 2,970 2,751

貸倒引当金 △5 △7

流動資産合計 175,156 199,829

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 21,906 22,013

土地 19,936 19,920

その他（純額） 7,179 7,658

有形固定資産合計 49,022 49,592

無形固定資産   

のれん 14 9

その他 3,645 3,698

無形固定資産合計 3,659 3,707

投資その他の資産   

投資有価証券 11,153 11,184

繰延税金資産 572 408

退職給付に係る資産 1,061 1,193

その他 3,043 3,015

貸倒引当金 △54 △55

投資その他の資産合計 15,776 15,747

固定資産合計 68,458 69,048

資産合計 243,614 268,877
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 90,031 108,988

短期借入金 17,250 24,125

未払法人税等 2,051 884

賞与引当金 1,461 719

その他 19,033 20,810

流動負債合計 129,829 155,529

固定負債   

社債 6,184 6,003

長期借入金 13,090 9,962

繰延税金負債 442 543

退職給付に係る負債 7,724 7,897

その他 5,827 6,564

固定負債合計 33,269 30,971

負債合計 163,098 186,500

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,568 8,568

資本剰余金 27,779 27,710

利益剰余金 40,539 44,948

自己株式 △628 △2,852

株主資本合計 76,259 78,375

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,437 4,127

為替換算調整勘定 14 3

退職給付に係る調整累計額 △212 △137

その他の包括利益累計額合計 4,239 3,993

非支配株主持分 16 8

純資産合計 80,515 82,377

負債純資産合計 243,614 268,877
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 578,125 601,901

売上原価 518,698 540,135

売上総利益 59,427 61,765

販売費及び一般管理費 52,498 54,511

営業利益 6,928 7,254

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 148 135

業務受託手数料 224 231

貸倒引当金戻入額 3 0

その他 510 668

営業外収益合計 891 1,040

営業外費用   

支払利息 173 135

売上債権売却損 124 126

アレンジメント手数料 100 －

その他 137 92

営業外費用合計 535 353

経常利益 7,285 7,940

特別利益   

固定資産売却益 57 291

投資有価証券売却益 500 536

特別利益合計 558 827

特別損失   

固定資産売却損 148 67

固定資産除却損 5 11

投資有価証券評価損 1 6

投資有価証券売却損 3 －

災害による損失 82 －

特別損失合計 241 86

税金等調整前四半期純利益 7,602 8,682

法人税、住民税及び事業税 2,140 2,510

法人税等調整額 250 351

法人税等合計 2,390 2,862

四半期純利益 5,211 5,820

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3 △7

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,208 5,827
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 5,211 5,820

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,044 △310

為替換算調整勘定 △13 △10

退職給付に係る調整額 24 75

その他の包括利益合計 △1,033 △245

四半期包括利益 4,178 5,574

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,174 5,581

非支配株主に係る四半期包括利益 4 △6
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました株式会社ファッションあらたは、当社を存続

会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

また、第１四半期連結会計期間においてアサヒ化粧品販売株式会社の株式を追加取得したため、持分法適用の範

囲に含めております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １．受取手形割引高

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形割引高 150百万円 152百万円

 

※２．債権流動化

当社は、売上債権流動化を行っております。売上債権流動化に係る金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

売掛金譲渡金額 38,932百万円 42,054百万円

債権譲渡に係る未収入金 7,232 9,134

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 3,343百万円 3,178百万円

のれんの償却額 5 5
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年12月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月９日

取締役会
普通株式 675 40 2018年３月31日 2018年６月11日 利益剰余金

2018年11月２日

取締役会
普通株式 713 40 2018年９月30日 2018年12月６日 利益剰余金

（注）１．2018年５月９日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理

サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金８百万円が含まれております。

２．2018年11月２日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理

サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金６百万円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第３四半期連結累計期間において、公募による新株式の発行及び自己株式の処分を行ったことに伴い、

資本金が1,259百万円、資本剰余金が2,110百万円それぞれ増加し、自己株式が666百万円減少しておりま

す。また、オーバーアロットメントによる売出に関連した第三者割当増資を行い、資本金及び資本剰余金が

それぞれ282百万円増加しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年12月31日）

１．配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月９日

取締役会
普通株式 715 40 2019年３月31日 2019年６月11日 利益剰余金

2019年11月５日

取締役会
普通株式 703 40 2019年９月30日 2019年12月５日 利益剰余金

（注）１．2019年５月９日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理

サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金６百万円が含まれております。

２．2019年11月５日取締役会の決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度に関する資産管理

サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が保有する当社株式に対する配当金５百万円が含まれております。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、日用雑貨・化粧品等の卸売業を主たる事業とする単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 301円97銭 332円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 5,208 5,827

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（百万円）
5,208 5,827

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,247 17,524

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 290円71銭 314円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 668 984

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前

連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

－ －

（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる普通株式の

期中平均株式数については、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を控除対象の

自己株式に含めて算定しております。

　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株

式の期中平均株式数

　前第３四半期連結累計期間　182千株       当第３四半期連結累計期間　151千株

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

2019年11月５日開催の取締役会において、2019年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

当期中間配当を次のとおり支払う旨決議し、配当を行っております。

（１）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　 703百万円

（２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　   40円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　2019年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年2月10日

株式会社あらた

取締役会　御中

 

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 平野　　洋　　印

 
 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 中川　満美　　印

 
 
 
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社あらたの

2019年4月1日から2020年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（2019年10月1日から2019年12月31日ま

で）及び第3四半期連結累計期間（2019年4月1日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半

期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社あらた及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。
 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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